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目的

CORTECS™ UPLC® カラムで分離性能を維持して

サンプルスループットを向上できることを実証

すること

背景

液体クロマトグラフィーの世界においては、長

時間かかるサンプル分析は貴重な装置の稼働時

間を占有し処理できるサンプル数が制限される

ため、全体としてラボの生産性を低減します。

分離能や感度などのクロマトグラフィー特性が

犠牲になるため、サンプルスループットを向上

させるためにサンプル分析時間を低減すること

は困難です。CORTECS UPLCカラムでは、ピー

クキャパシティを維持してサンプルスループット

を向上できます。  

ソリューション

CORTECS UPLCカラムは、先進のソリッドコア

パーティクルと充塡技術により、高流速でも分

離性能を維持する高いカラム効率を提供しま

す。これにより分析法の流速を上げることが可

能になるため、分離の質を妥協することなく分

析時間を短縮してスループットを向上できます。

CORTECS UPLC C18+カラムを用いたサルファ剤

の分析を、全多孔性 C18カラムを用いたオリジ

ナルの分離と比較しました（図１）。

CORTECS UPLCカラムは分離性能を維持して 
サンプルスループットを向上できます。

図１　サルファ剤の分離。CORTECS UPLC カラムによるスループット向上を実証。 
化合物：Compounds: 1) sulfathiazole, 2) sulfamerazine, 3) sulfamethazine, 4) sulfamethoxypyridazine, 
5) sulfachloropyridazine, 6) sulfamethoxazole, and 7) sulfasoxazole.  
ピークキャパシティは Pc= 1+(tg / Pw)の式を用いて計算しました（tg :グラジエント時間、Pw :平均
ピーク幅）。



CORTECS UPLC C18+カラムによる分析はオリジナル分離の 2倍の流速で行い、流

速の変更に応じてグラジエントは調整しました。

図１に示したように、全多孔性カラムによるオリジナルの分離と比較して、

CORTECS UPLC C18+カラムではピークキャパシティの違いを 2％以内に維持して

流速 2倍で分析できます。この例では、CORTECS UPLCカラムにより分析時間を

55％削減し、サンプルスループットを 2倍以上に向上できました。

まとめ

ラボのワークフローにおいて、分析時間が制限要因となることが多くあります。

サンプルの分析に時間がかかり、それに続く分析が遅くなり、ラボの生産性に

影響します。サンプルの分析時間を低減することは有益ですが、分離の質は犠

牲にできません。CORTECS UPLCカラムの高い効率により、オリジナルの分離

と比較してピークキャパシティを維持しながらより迅速にサンプルを分析でき

ます。
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